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最新需給状況



２０２２２０２１ ２０２３ ２０２４



トランプ関税の影響について大手企業数社にヒアリング

関西・中部地域で影響が懸念されているものの
今のところ目立った動きはない。

■

2024年度と同程度の市況



• 年齢当たり単価の推移と上昇率をまとめました。

• Y軸値と年齢の積が人材単価です。

5年間 単価上昇率
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単価上昇が鈍化。弱い人材需要が原因として考えられる。

５年上昇率 9.7% ５年上昇率 9.8%
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DX・ローコード

社員 個人事業主

５０代の単価上昇が顕著。

上流工程経験や業務知識の需要が高まっている？

５年上昇率 8.9% ５年上昇率 14.5%
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PM・PL

社員 個人事業主

どの年代も満遍なく単価上昇しているが、特に、社員の単価上昇が顕著。

この傾向は、生成AIをはじめとする生産性向上に伴う小規模案件の増加により

今後も継続すると考えられる。

５年上昇率 17.8% ５年上昇率 9.9%

https://results-sys.jp/results/magazine/2025q1/productivity.png
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業務系(金融・証券・損保)

社員 個人事業主

対象人材が少ないため、年度毎に激しく単価変動、(統計がばらつきやすい)

案件が増加すると、極端な人材不足に陥りやすい傾向がある。

今年度、案件が増えているとの情報あり。

５年上昇率 10.3% ５年上昇率 14.6%
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気になる動き「出社回帰」



開発系 人材提案数 推移 PM・PL 人材提案数 推移

DX・ローコード 人材提案数 推移 業務系(金融証券) 人材提案数 推移

低単価社員の提案数が減少に転じる
(採用抑制が原因か？)



個人事業主の提案増加

案件に参画しづらい状況を示している

■ 直人材／個人

すべてのスキルセット、すべての単価帯で「直人材」個人事業主の提案が増加しています。

プロジェクトの途中放棄が多く、個人事業主が評判を落とした結果として案件側が

忌避している可能性や、 単金が高かったり、フルリモート希望など案件に対する

要求条件が高い傾向があるため、アンマッチが起きている可能性も考えられます

が、いずれにしても2024年以降は一方的な動きになっています。

Results.Magazine.2025Q1から引用



スキル付加価値が高いほど ・・・

・ 人材の要求条件が上昇する。

・ 個人事業主を選択する人材が増える。

(参考)過去調査でわかっていること

（※スキル付加価値が高い） 供給に対して需要が大幅に超過しているスキル



開発系 DX・ローコード PM・PL 業務系

２０２４ 2,295 290 1,435 153

２０２５ 2,446 394 1,741 191

増加率 6.6% 35.9% 21.3% 24.8%

「社員」 テレワーク希望人材提案

開発系 DX・ローコード PM・PL 業務系

２０２４ 5,300 1,084 4,757 457

２０２５ 7,171 2,000 7,193 816

増加率 35.3% 84.5% 51.2% 78.6%

社員比 ５．３４倍 ２．２５倍 ２．４0倍 ３.16倍

「個人事業主」 テレワーク希望人材提案

ブームが一服、トレンド変化の兆しか？
（スキル付加価値の低下）

出社回帰が直撃している？



テレワーク個人事業主の提案が著しく増加している理由は、

テレワーク案件減少によるアンマッチが原因と考えられる。

出社回帰に限らず、商流・雇用形態の制限、案件数量の減少など

様々な要素が個人事業主にとって向かい風になっている。

いわゆる「高還元型SES」が個人事業主の雇用受け皿になるか？

■

■

■

スキル付加価値が低いほど

出社回帰が進んでいる。



適合検索の使い方



（１） 対象リストを作る

キーワード検索を有効化

キーワードを付与

対象リストを表示するプロジェクトを作る

（2） 適合検索（初日）

適合検索、プロジェクト登録

検索条件を修正する

（3） プロジェクトから検索（２日目以降）

再送メール「含めない」

日付順検索・適合検索



キーワード検索を有効化

「使用する」を選択

キーワード検索を使用すると、利用者定義の項目を検索条件にするすることができます。

例）
キーワード「Results.」が付与されたパートナーの提案を抽出
キーワード「口座」の値が“あり”になっているパートナーの提案を抽出

[メニュー][設定][管理][設定変更]



キーワードを付与

懇意にしているパートナーや実績のあるパートナーに
キーワードを付与してください。

キーワードは「単一キーワード」と「キー：値」の２種類がありま
す。詳しくはマニュアル「BP・担当者キーワード機能」を
参照してください。

[メニュー][設定][BP管理]

https://results-sys.jp/results/intro/manuals/doc_20240607.pdf
https://results-sys.jp/results/intro/manuals/doc_20240607.pdf
https://results-sys.jp/results/intro/manuals/doc_20240607.pdf


対象リストを表示するプロジェクトを作る

BP管理で付与したキーワードを検索条件に指定します。

キーワードを”|”(vertical bar)で区切ってOR検索を
指定することもできます。

「検索(メールリスト表示)」を押下すると、
キーワードが付与されたパートナーの案件メールのみ表示します。

[メニュー][プロジェクト]

調達対象種別、件名を適切に設定してください。



適合検索、プロジェクト登録

「L/S」列の「適合」を押下すると対象案件に合致する
人材リストを開きます。

「スキルサマリ」からスキルを選択してから「適合」を
押下すると必須スキルを指定して人材リストを開きます。

「プロジェクト」を押下すると、対象案件をプロジェクトに
登録して、繰り返し検索することができます。

[メニュー][プロジェクト][検索(メールリスト表示)]

「対象リストを表示するプロジェクト」で検索を行い、
案件リストを表示し、適合検索を行います。



検索条件を修正する

「かつ」で必須スキルを指定することがで
きます。

検索結果の人材が多い場合は、検索条件
を追加して絞り込んでください。

「適合スキル」は適合度として考慮するスキルです。
”|”(vertical bar)で区切って追加できます。

[メニュー][プロジェクト][検索(メールリスト表示)][適合] → 検索結果



再送メール「含めない」

２日目以降の検索は「再送メール」を「含めない」に
設定して新着メールのみを確認してください。

検索条件を変更した場合は「再送メール」を
「含める」に戻して過去メールを検索してください。

[メニュー][プロジェクト]



日付順検索・適合検索

[適合スキル]が設定されたプロジェクトでは、
[検索(適合順)]、[検索(日付順)]を選択できます。

「適合順」で検索すると「検索日数」に「当日」が設定されること
に注意してください。(日付順の検索日数は７日)

「案件リスト」のL/Sカラムからプロジェクト登録した場合、
「元提案」を押下して、プロジェクトの元となった案件を
探すことができます。

[メニュー][プロジェクト]



【雑学】 SESの奇妙な商習慣



東京圏は、案件と人材の密度が高く、
人の移動が容易であったために
経済合理性により市場形成された。

コロナ禍以降、テレワーク普及により、
東京圏型のSESが日本全国に拡大。

世界的に特異な市場



なぜ普及したのか？

大手企業 中小企業

稼働率の上昇 稼働率の上昇

必要な時に、必要な人員を確保 公平な取引環境

不況期の余剰人材を低減 競争原理による好条件獲得

要求スキル多様化への対処 案件参画機会の拡大（シニア・低スキル）

経済合理性によって
証券取引のような「市場」が自然形成された。



負の側面

「ジャストインタイム生産方式」では、
在庫リスクを供給者が負う。

→ 不況期に、雇用の調整弁としての役割を負っている。



流動性

証券取引 SES

取引量
証券取引口座を持つことで誰で
も取引できる

参入障壁が低く、東京圏だけでも
1万社前後あると言われる

信用力
決算発表、会計監査、証券取引等
監視委員会が信用を担保

1ヶ月ルール、並行営業、商流飛ば
し・引き抜き禁止などの商習慣

効率化 取引システム （arrowhead） 取引情報を大量メールで処理

市場形成には流動性が不可欠

流動性は取引量・信用力・効率化が必要

• SESの奇妙な商習慣は「流動性」を高めるためにある

• スキル偽装と粉飾決算は、価値を偽り、関係者に損害を与えるという意味で等しい

• Results.は「効率化」を提供することで流動性を活用するためのツール



本日の参加者

５９社 ８6名
属性 提案種別
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株式会社エンベックスエデュケーション

立岩 大空

立岩 大空

https://www.embex-edu.com

emTech Academy
https://www.emtech-academy.com/

https://www.embex-edu.com/
https://www.embex-edu.com/
https://www.embex-edu.com/
https://www.emtech-academy.com/
https://www.emtech-academy.com/
https://www.emtech-academy.com/


ご清聴ありがとうございました。

みなさまの「気づき」の機会となれば幸いです。
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